様式１号
(表面)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和　　年　　　　月　　　　日
栃木市長　　　　様
	
	住　所

	　　
電話番号　　　　　　　　

	
	氏　名

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
（署名または捺印）

	
	職　　業
	　　

	
	生年月日
	 



鳥獣の捕獲等の許可申請書

  鳥獣の保護及び管理並びに狩猟の適正化に関する法律第９条第２項の規定により、鳥獣の捕獲等の許可を受けたいので、次のとおり申請します。
	捕獲等をしようとする鳥獣の種類及び数量
	　ハクビシン　　　　頭・アライグマ　　　　頭

	捕獲等の目的
	 　　有害鳥獣捕獲 

	捕獲等の期間
	   　　年　　月　　日から　　年　　月　　日まで

	捕獲等の区域
	　　 

	捕獲等の方法
	小型箱わな
	　捕獲した後の処置
	　焼却または埋却

	鳥獣保護区等において、捕獲等をしようとする場合にあってはその旨
	　

	わな猟免状の番号及び交付年月日
	わな猟


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
借　　用　　書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　署　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　　　　　　　
　　　下記借用期間において小型箱わなを借用します。なお、借用にあたっては、借用条件を遵守します。
借用期間　　　令和　年　　月　　日～令和　年　　月　　日　　　　　　　　　　
　　　借用条件　１　借用物品は、十分な注意を払い借用者自らが管理する。
　　　　　　　　２　借用物品の使用により事故が発生した際は、借用者が責任をもって対応する。
　　　　　　　　３　借用者の不注意により、紛失、破損、盗難等で現品の返却が出来ない場合は、同種・同等機能の物品を返却する。　
　　　　　　　　４　借用品の転貸は行わない。
　　　　　　　　５　申請された許可動物以外捕獲してはならない。誤って捕獲した場合は、借用者の責任において放獣する。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　貸出箱わな番号　　　　　　　　　　　　　スプレー番号　　　　　
(裏面)

	被害の対象
(作物又は種別)
	□農作物（種別：　　　　　　　　　　）
□家屋　　 □その他（　　　　　　　 ）　　　

	被害の状況
	□食害　 　□フン害
□その他（　　　　　　　　　　　　　）

	既に講じている防除手段
	□見回り　 □追い払い　 □特に無し
□その他（　　　　　　　　　　　　　）

	備　　　　　　考
	



貸出日または申請日





最初から記入する場合の記入の仕方





・捕獲をする者の住所と氏名。


ご本人が署名する場合は押印不要。


（法人の場合は作成する様式が変わりますので直接農林整備課へお越しください。）


・電話番号は連絡のつく番号を記入してください。





職業、生年月日については鳥獣保護法第7条に申請書に記載するものとして定められておりますので、記入をお願いします。





許可を出していない動物については、処分することができないため、記入していないと処分できません。


3頭ずつ程度で記入していただいています。





市が貸し出す小型箱わなを使って捕獲する場合は2か月間。


自分の所有する小型箱わなを使う場合は、最長1年間





箱わなを設置する場所


申請者または世帯員が所有する宅地等の土地、農地の場合は自己所有地または借入地になります


地図作成に必要なので必ず地番を記入していください。


捕獲を行う者が権利を持たない土地で箱わなを掛ける場合は、別途依頼書が必要です。申請書を提出いただき、後ほど農林整備課からご連絡します。





市の小型箱わなを使用する場合ご本人署名または、記名捺印。市の小型箱わなを使わない場合は記入不要です。





市の小型箱わなを使用する場合に記入。上記の「捕獲等の期間」と同じになります。





被害状況等をご記載ください。








